
千 葉 県 支部長　殿

〒 － TEL FAX

　　代表者職、氏名

又は責任者職、氏名

担当者名

） 一　般

－ TEL FAX

( ) ( ) ( )

枚 枚

台 台

枚 枚

前年の特定（定期）自主検査実施状況（実施期間　前年の１月１日から１２月３１日迄の実施台数）

台

台

　毎年初回標章等購入時には下記書類を添付してください。
　　様式２－２「特定（定期）自主検査等有資格者リスト（事業内）」
　　様式２－３「特定（定期）自主検査対象保有機械一覧表」又は当該保有機械が明示された書類（コピー可）
　前年に検査した１台分の「当該機械の特定自主検査記録表の写し」を添付してください。

（注４）

特定自主検査の普及促進等の目的以外に使用することはありません。

（注３）

　ご記入頂いた情報につきましては、公益社団法人　建設荷役車両安全技術協会が責任を持って管理し、当協会が実施する
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　平成２５年７月より特定自主検査の対象機械の解体用機械に従来の「ブレーカ」に加えて「鉄骨切断機」、「コンクリート圧
砕機」、「解体用つかみ機」の３機種が追加されました。

上記解体用機械（解体用アタッチメントを含む）を保有している場合は、「保有台数」および「実施状況」にその台数も含めて
記入してください。

　一旦頒布した標章の返還は受付けません。
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2年目月例検査ｼｰﾙ
貼付用台紙購入数 枚

クレーン機能を備えた油圧ショベルの
クレーン部分（略　建機付属クレーン部分）

２駆ショベルローダー等
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検査済標章番号
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基礎工事 締固め
コンクリート

　打設

               同　上　　　　　　　　

検査者人数 2 名 （詳細は「様式2-2 特定（定期）の特定自主検査有資格者リスト」に記載。）

区　分
（いずれか該当する方に○）

会  員（会員番号： 顧客番号
（支部で記入）

検査実施
事業所

事業所名

所在地

〒

（フリガナ） イバラキ　タロウ

代表取締役　茨　城　太　郎

標 章 等 購 入 申 込 書 茨　城　次　郎

（いずれか該当する方に○）

（フリガナ） イバラキケンセツニヤクシャリョウアンゼン

会社名 ㈱　茨城建設荷役車両安全

令和 ７ 年

初回・追加

日

（申込者）
所在地

311 0026 029-245-0000 029-245-0000

茨城県〇〇市〇〇町△番地

事業内用 様式２－１

公益社団法人　建設荷役車両安全技術協会 令和 7 年 1 月 20

（注２）

（注１）

検査業者委託検査

事業内検査

特
定
自
主
検
査

特定自主検査を
実施する機械の種類

定
期
自
主
検
査

定期自主検査を
実施する機械の種類

検査済標章購入数

月例検査済シール購入数
単位:ｼｰﾄ、1ｼｰﾄ110枚

２駆のショベルローダーのことです。

（注１）

機械の

種 類

記入例

上記申込者の住所と違う時は記入し、

同一の場合は「同上」とする

保有する機械全台数を記入

保有機械のうちアタッチメント台数

標章購入枚数を記入

アタッチメントシール購入枚数を記入

昨年自社で検査した台数（アタッチメント台数も含

昨年、検査業者に依頼した台数

初回 : 令和７年用標章 1回目購入
追加 ：令和７年用標章 2回目以降

アタッチメントを含めた保有台

数

（注１）（注１）

＊保有台数以上の標章を購入するこ

とはできませんのでご注意ください

クレーン機能を備えた油圧ショベルを

保有する台数を記入
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注記
１．取扱い機種及び資格取得方法等の該当するものに○印をつけてください。
　　同一人が複数の資格を有している場合は、氏名欄に「　〃　」印をつけて行（欄）をかえて記入してください。
２．この様式２－２「特定（定期）自主検査等有資格者リスト（事業内）」は、検査済標章等の購入申込の際に、
　　現に特定自主検査業務に従事している検査員について記入し、「資格証の写し」を添付してください。
３．ご記入頂いた個人情報 につきましては、公益社団法人　建設荷役車両安全技術協会が責任を持って管理し、当協会が実施する
　　特定自主検査の普及促進等の目的以外に使用することはありません。
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記入例



令和　　　　　年　　　　月　　　　日現在

事業所名

1 油圧ショベル 日立 ZX200LC-3 225222 112233 R6年2月10日

2 クレーン機能付き
油圧ショベル

コマツ PC78US-11 115533
112234

（15006）
R6年3月12日

3 高所作業車 タダノ AC215TG 43210 112235 R6年3月15日

4 フォークリフト トヨタ ４FD25 12345 112236 R6年3月20日

5 油圧ショベル 住友 SH75X 33544 112236 R6年4月2日

1 ブレーカー NPK PH-4 R6年2月18日

2 大割圧砕機 古河 VX75 R6年2月8日

3 小割圧砕機 オカダ OSC-200A R6年4月5日

注記） 解体用機械、基礎工事用機械のアタッチメントを保有している場合はこれについても記載してください。

様式２－３

特定（定期）自主検査対象保有機械一覧表

番号 機械の名称 メーカー名 型      式 製造番号
前回の特定自主検査

貼付標章番号 実施年月日

記入例 ★特自検対象の保有機械について

業者依頼分も含め保有する全ての機械をご記入ください。

標章番号順にご記入下さい

中古車で購入された場合は所有を証明する

「売買契約書又は譲渡証」が必要です

新車の場合は「特定自主検査実施経歴

書」を添付してください

クレーン検査済の標章番号を（）で記入

＜保有するアタッチメントについても記入＞

製造番号、メーカー、型式はわかる範囲で記入

「売却」 「廃車」 等の場合全体に取り消し線を引いてください


